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	応用
	抗原情報
	背景
	カテニンδ-1（p120カテニン）は、アミノ末端にコイルドコイルドメインを有し、これに複数のリン酸化部位を含む調節ドメインと、42アミノ酸の繰り返し配列が10個連結した中央のアルマジロリピートドメインが続く。カルボキシ末端の末端には既知の機能は存在しない。カテニンδ-1は、細胞表面におけるEカドヘリンのターンオーバーを制御し、細胞間接着に利用可能なEカドヘリンのレベルを決定することで、細胞間接着の制御において重要な役割を果たしている。
	研究分野
	Wntシグナル伝達経路
	画像データ
	

	ホスホデルタ1カテニン（Tyr228）抗体を使用した、C6、CHO-K1 溶解物中のホスホデルタ1カテニン（Tyr228）のウエスタンブロット分析。
	

	リン酸化デルタ 1 カテニン (Tyr228) 抗体および DAPI (青) を使用した、SKOV-3 におけるリン酸化デルタ 1 カテニン (Tyr228) (緑) の免疫細胞化学分析。

